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●

　現在、宇宙開発計画の見直しが進められているところであるが、昭和49年度に誇ける宇宙開発関係経費の見積りは、とりあえず、次のとおりと

する。

1　基　本　方　針

　昭和49年度の宇宙開発関係経費の見積りの基本方針は、次のと澄りである。

　1，将来の増大する通信需要に対処して大容量通信衛星を打ち上げる必要があるので、これに至る過程として、衛星通信システムの運用技術の確

　立を図ること等を目的とする実験用の中京：量静止通信衛星を昭和51年度に打ち上げることを目標に開発を行なう。

　2．教育、難視聴解消等の放送需要に対処して個別受信可能な大型放送衛星を打ち上げる必要があるので、これに至る過程として、衛星放送シス

　テムの運用技術の確立を図ること等を目的とする実験用の中型放送衛星を昭和51年度に打ち上げることを目標に開発を行なう。

　乙　実験用静止通信衛星（ECS）について、「宇宙開発計画」（昭和47年度決定）において、準ミリ波澄よびミリ波等の週波数帯に澄ける調

　査澄よび実験等を行なうこととされているが、このうち準ミリ波の周波数におけるものは、実験用の中容量静止通信衛星において行なうことが

　できるので、これにかえてミリ波の周波数におけるものを拡充して行なうようその目的の一部を変更する。

4．将来打上げが予想される大電力を必要とする人工衛星に共通な技術の開発能力を高めるため、三軸姿勢制御、ソーラパドル、能動式熱制御等

　に関する予備的な実験を行なうことを目的とする新たな技術試験衛星の開発研究を行なう。

5．将来の実用衛星の打上げに対処して数奇kg程度の静止衛星を打ち上げる能力を有するロケヅトの開発が必要であるので、　Nロケットの改良を

　図るため所要の開発研究を行なう。

　6．上記以外については、「宇宙開発計画」（昭和47年度決定）を推進する。

一1一
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皿　事　業　の　内　容

　　1の基本方針に基づき、昭和49年度に行なう主な事業澄よびこれに必要な体制の整備は次のと慶りである。

（D　実用分野の衛星澄よびロケット等の開発の推進

　　1，実用衛星の開発等

　　（1）技術試験衛星てETS）1型澄よび丑型の開発

　　　　技術試験衛星1型のフライトモデルを完成させるとともに、技術試験衛星皿型のプロトタイプモデルの開発に着手する。

　　（2）電離層観測衛星（ISS）の開発

　　　　前年度に引き続き、電離層観測衛星のフライトモデル2機の製作を進める。

　　（3）実験：用静止通信衛星（：ECS）の開発

　　　　実験用静止通信衛星搭載用のミリ波中継器の試作澄よび試験を行なうとともに、同衛星のエンジニアリングモデルの開発に着手する。

　　（4）静止気象衛星（GMS）の開発

　　　　静止気象衛星のプロトフライトモデルおよびフライトモデルの製作に着手する。

　　（5）実験用の中容量静止通信衛星の開発

　　　　実験用の甲容量静止通信衛星搭載用の中継器の試作および試験を行なうとともに、同衛星のエンジニアリングモデルの開発に着手する。

　　（6）実験用の甲羅放送衛星の開発

　　　　実験用の中型放送衛星搭載用の中継器の試作誇よび試験を行なうとともに、同衛星のエンジニアリングモデルの開発に着手する。

　　（7）その他の人工衛星の研究等

　　　　航行衛星については、システムの研究を行なうとともに衛星搭載用中継器の研究等を進める。測地衛星については、レーザー反射型衛星

　　　　の反射機構等に関する研究を進める。気象衛星については、将来の観測機能の向上を目的として搭載機器の研究を進める。資源衛星につい

　　　ては、地球資源隔測システムに関する調査を行なう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一
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　　　　また、三軸姿勢制御等の試験を目的とした新たな技術試験衛星のシステムデザインの研究を行なう。

　2．実用衛星打上げ用ロケットの開発等

　　　前年度に引き続き、Nロケットの第1段ロケット、第2段ロケット、第3段ロケット、誘導機器および搭載電子機器の製作を進めるととも

　　に、Nロケットの改良を図るため、システムデザイン等所要の研究を行なう。

　5　施設および設備の整備

　　（1）種子島宇宙センターの整備

　　　　Nロケットの射点系、指令管制系、レーダ・テレメータ系、地上燃焼試験系、支援系等の整備を進める。

　　（2）筑波宇宙センターの整備

　　　　人工衛星の試験施設の整備を進めるとともに、追跡管制系の整備を行なう。

（m　科学研究分野の衛星於よびロケット等の開発の推進

　t　科学衛星の開発

　　　第5号科学衛星のプロトタイプモデルを完成させるとともに：、第6号科学衛星のプロトタイプモデルの開発に：着手する。

　2．科学衛星打上げ用ロケットの開発

　　　第5号科学衛星以降の科学衛星打上げ用ロケットの開発の前段階として、M－5Hロケットの製作に着手するとともに、五一4SG＿4号

　　機を製作し、飛しょう試験を行なう。

　　　また、第4号科学衛星打上げ用のM－5G－5号機の製作に着手する。．

　5　科学衛星の打上げ

　　　第3号科学衛星をM－5C－2号機により打ち上げる。

　4．施設論よび設備の整備

　　　前年度にひきつづき・Mロケット誘導制御系試験装置、科学衛星デ・一タ取得装置等の：Mロケット澄よび科学衛星の開発に必要な施設の整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一5一
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　　を進める。

㈹　追跡管制網の強化

　　距離澄よび距離変化率測定方式による追跡用施設設備の整備を行ない、宇宙開発事業団による一元的：な人工衛星追跡網の強化を図るとともに、

　小笠原諸島等のダウンレンジ局の建設を進める。

㎝）基礎的先行的研究の推進

　　宇宙開発に必要な技術を確立するため、液体ロケットエンジンに関する研究、固体ロケットエンジンに関する研究、高精度誘導制御システム

　に関する研究、人工衛星の三軸制御に関する研究、飛しょう体搭載用高性能電離層観測装置の研究、新たな衛星搭載用高性能アンテナ装置の研

　究、覧子部品の信頼性向上に関する研究、ロケット搭載用分光装置の研究等の基碇門先行的研究を進める。

（V）体制の整備

　t　宇宙開発の中核的機関として、技術的能力を高め、増大する開発業務を強力に遂行するため、宇宙開発三業団の組織の強化および所要の増

　　負を行なう。

　2．増大する宇宙開発行政事務を適確に処理し、宇宙開発を強力に推進するため、科学技術庁に「宇宙海洋局」を新設するほか、郵政省電波管

　　理局に「宇宙企画課」および「衛星開発管理課」を新設する等関係行政機関の組織の強化拡充を図る。

　乙　人工衛星およびその打上げ用ロケットに関する基礎的先行的研究ならびに人工衛星の搭載機器澄よび利用技術に：関する研究等を促進するた

　　め、関係国立試験研究機関を強化拡充する。

αD　国際協力の推進

　　国際連合、ESRO等の国際機関における宇宙活動への参加島力、米国、西欧諸国、アジア諸国等との協力等国際島力を推進する。

㈱　宇宙開発計画の策定のための調査の実施

　　実用衛星に関する最適な開発計画の策定に必要な調査、ポストアポロ計画への参加協力方策の調査澄よび長勘にわたる宇宙開発計画策定のた

　めの調査を行：なう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4一
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㈹　その他の重要皐項

　　t　宇宙分野の技術者の資質向上を図るため、在外研究員制度を充実する。

　　2．宇宙開発に必要な広報、啓発箏業を行なう。

研　∬の事業を行なうに必要な経費●

　昭和49年度に澄いて、丑の摯葉を行なうに必要な柱費は別表のと澄りである。

●

一5一
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協毒 昭和49年度宇宙開発関係経賀総括表
㊨　国庫債務負担行為

　　　（単位　千円）

昭和4　8年度 昭和4　9年度
省　庁

宇宙開発関係予

Z額・．

・その他の宇宙関

W予算額（注）
合　　　　　計

宇宙開発関係経 その他の宇宙関

W経費（注〉
合　　　　　計

備　　　　　　考

科学技術庁
㊨2560ゑ586

@3α55a279
： ㊨25605380
@50，558，279

㊨5t6％580
@54，561，725

＝ ㊨5t696，580
@54，ろ61，725

49年度以降歳出

文　部　省
㊨　　80qg　21

@2£12ス544
　　　一
P，781，052

㊨　　80α921

@　ゑ808，596

㊨　2555462

@5483498
　　　一
Q575，043

㊨　2555462
@　6，056，541

49年度以降歳出

@　　　　　　　　一
通商産業省 88，000 一 88，000 85，000 一 85，000

運　輸　省 　　一
T2119

個　、662769

@　4，013785

㊨　～662769

@　1，052904
　　一
UZ290

㊨　ゑ65q545

@　2785，105

㊨　56ろα545

@　2β52595
49年度以降歳出

郵　政　省 　　一
X48，040

㊨　　119660

@　41α509

㊨　　119660

@　1，55a349
　　　一
P，15q892

㊨　亀012690

@　1，361，113

㊨　50η690

@　2492PO5
49年度以降歳出　　　　i

建　設　省 一 1ろ，055 13，055 1，500 Z775 g275

総　　　計
㊨26，404501

@55，46α982

噛　t789429

@ろ218」81

㊨28，195730

@36，679165
㊨5425α042
@52129905

㊨　a65α235

@672ZO56
㊨62β8α275

@65，856941 」
（注）　その他の宇宙関係（宇宙開発委員会の所掌に属さないもの）経費についても、参考のため掲示した。
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●

●

昭和49年度宇宙開発関係（宇宙開発委員会が見積りを行なうもの）経費の概要

昭和48年度 昭和49年度
省　庁 担当機関 事　　　　　項

予　算　額 経　　　　費

研究調整局 宇宙開発委員会に必要な経費 51，970 5ZO94

一般行政に必髪な経費 51，580 91，785

科

学

科学技術者の資質向上に必要 28，675 5zg69

技 ：な経費

種子島周辺漁業対策事業の助 252，661 278，954

成に必要な経費
術

小　　　　　計 564β86 445，782

振　興　局 一般行政に必要な経費 0 1q116

庁 小　　　　　計 0 10，116

航空宇宙 航空宇宙技術研究所に必要な ㊨60qoOO

技術研究所 経費 668，393 985，827

　　　要　　　　　　旨

霜開発委員会運営鷲

特別調査費

宇宙開発推進事務

国際協力の強化

実用衛星開発計画の調査委託

地球資源隔測システム調査

宇宙開発普及啓発

宇宙開発皇儲の醐派遣

種子島周辺漁業対策事業費補助金

宇宙開発普及啓発

ターボポンプ要素の磯¶

慣性誘導に隣する研究

　　　　　（単位千円）

　　5ゑ791　　　　（　28，667）

　　　3503　　　（　　3，505）

　2213

11，051

6Z255

　4，268

　　　0

5zg69

278，954

（　5，939）

（　1，418）

（54jo7）

（　　　0）

（1α116と

（2a675）

（252，661）

10，116　　 （　　　 0）

4～≧150　　　（　56，750）

72450　　　（　16，740）

一7一



●

●

省庁 担当機関 事　　　　　項

科
　
　
　
学
　
　
　
技

術

成助び及資出団業事発開宙宇

費経な腰必に

発
　
団
麟
業

宇
　
事

庁

昭和48年度

予　算　額

㊨25，603，580

　21之525，000

昭和49年度

o　　　　費

要　旨野山露；　　　　　　　　　　　　4

一一一u
人工衛星の三軸制御に：関する研究　　　8aoOO　（　29540）1
電子計算機借料等特定装置運営　　　　46t151　（36a749）；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；液体水素・ケットエンジン要素試㊨40α000（　　0）！

験設備　　　　　　　　12α。。。　　　　i
電子計算機施設の改造　　　　　　　　9t228　（　　　0）｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i液体水素ロケットエンジン要素試　㊨　20α000　（　　　0）l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l験施設　　　　　　　8α000　　　i角田支所融その他　　　　2t868（4t427）｛固体・ケット燃焼噸の研究　　　　。（194。。）｝

Xピン燃焼の研究　　　　。価97。）i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iロケットエンジン高空性能試験設備用　　　　　　　　　　　　1蒸気供給鋤増設　　　・（1欄1

㊨5to96，580

@52922aoO

主な歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　政府出資金　　　　　　　　　　㊨5tO％580㊥25，605，580　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

5α5・t…　2ス42Z…　1

政府補助金　　　　　　　　　　　262釦00　C898000）

事業外収入等　　　　　　　　　　58a791　（289204）

｝

一8一



●
．

●

省庁 担当機関

科

学

技

術

庁

事

計

項 度
額

年

8
算

胆ま昭
予

⑳5，605，580

　30，358，279

昭和49年度

経　　　　費

面ざ％5喜0

　54，561，725

　　　要　　　　　　　旨

主な：歳出

　ロケット開発経費

人工衛星開発経費

　ロケット打■げ突駿澄よび種子島

宇宙センター建設費

人工衛星追跡管制費

　筑波宇宙センター施設建設費

その他の事業運営費等

・一ﾊ管理費等

欝49年鷺和難

戦1：：野㍊：）

ﾀ1：：／

G1：1；1：）

　2」62．〔〕68　　（togZ925）1

265Z81・q9・義778）1

一9一
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●

省庁 担当機関 事

文
　
　
部
　
　
省

東京大学宇

?q空研究

特別事業等に：必要な

計

通
商
産
業
省

工業技術院

項

試験研究所の特別研究等に必

要な経費

計

度
額
．

　
　
2
1

年
　
　
α
9

8
算

　
　
8
0

M聯
予
㊨

44焉加2

㊨80qg　21

　2n2Z544

88ρ00

88，000

昭和49年度

経　　　　費

㊥）　2555，462

　3，485，498

（置）　2553，462

5，48ろ498

　85，000

85，000

要

科学衛星研究経費

Mロケット開発経費

旨

宇宙開発関連機械技術に関する研

究（機械技術伊究所）

宇宙電子技術に関する研究

（電子技術総合研究所）

人工衛星軌道解析用スーパーシュ

ミットカメラの試作研究

（大阪工業技術試験所）

⑭1：男：轄1：瓢

㊨　工526777　　（1，025，766）

　1，769779

20．000　　（　　20，000）

65，000　　（　　55，000）

0　（　1ゑ000）

一10一



●

●

省庁 担当機関　　　　事　　　　項
昭和48年度

¥　算　額

昭和49年度

o　　　　費

船　舶　局　船舶技術開発に必要な経費 0 10ρ51 航行システムの研究開発　　　　　　　1α051　（　　　0）

電子航法研

?

電子航法研究所に必要な経費 21，729 55，125 衛星航法用構成装置の研究　　　　　　ろ5，125　（　　　0）

q星航法システムに：関する研究　　　　　　　0　（2乱729）

運
　
　
輸
　
　
省

静止気象衛星の研究に必要な

o費

1Z390 22」14 静止気象衛星搭載機器の研究　　　　　22」14　（1Z590）

計 5曳119 6ス290

電波監理局　通信衛：星および放送衛星の開

@　　　　　発に必要な経費

872557 966，556 通信放送衛星用搭載機i器の開発委託　　95Z780　　（　　　0）

ﾊ信放送衛星の開発に伴：なう運営費　　　2a776　　　　　0）

ﾀ験用の中容量静止通信衛星および　　　　　0　（872557）

ﾀ験用の中型数送衛星に関する開発

､究

郵
　
　
　
　
　
政
　
　
　
　
　
省

電波監理に必要な経費 8，283 1，536 ダウンレンジ局の設置支援　　　　　　　幡56　（　　　0）

ｳ育放送衛星パネルの開催　　　　　　　　　　0　　（　a285）

電波研究所 電波研究所の運営に必要な経 6ス200 16ろ，000 実験用静止通信衛星の基礎研究　　　　10α000　（5α000）

�ｵょう体とう載用高性能電離層観　　　38．000　　（1ス200）

ｪ装置の開発研究

q：星搭載用高性能アンテナ装置の研　　　25000　（　　　0）

?J発

’

、　　計
948，040 1，150，892

一11一



●

省庁 担当機関 事　　　　　項
昭和48年度

¥　算　額

昭和49年度

o　　　　費
要

建
設
省

国土地理院 測量に関する調査研究経費 0 1，500 レーザ反射型衛星

計 0 1，500

合　　　　　計
㊨26404，501

T3，460，982

働425α042

@59122905

　　　　　　　　　　旨羅和49騨露

レーザ反射型衛星開発のための研究　　　1，500　　（　　0）

（注）　この他科学技術庁の特別研究促進調整費から7千4百万円が宇宙開発関係充当分として支出される必要がある。

（注）　実験：用の中容量静止通信衛星診よび実験用の甲型放送衛星については、48年度の研究開発経費として総額約20億円が碓保されるこ

　　とを前提として見積ったものである。

●

一12一
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●

昭和49年度その他の宇宙関係（宇宙開発関係以外のもの）経費の概要
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

省庁 担当機関 事　　　　　項
昭和48年度

¥　算　額

昭和49年度

o　　　　費

　　　　　　　　　　　　　昭和49年度　昭和48年度
v　　　　　　旨
@　　　　　　　　　　　　経　　　　費　予　算：　額：

文
部
省

東京大学宇

?q空研究

特別事業等に必要な経費 1，781，052 2573，045
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…齡ﾊロケット観測　　　　　　　　　　　　t455，551　qOO6，480）

�ｵょう経費　　　　　　　　　　　　　　　1gzg10　（　76」75）

､通経費　　　　　　　　　　　　　88ao　99　（675262）

総ﾛ宇宙観測共同皐i菜粧費　　　　　　　5t485　（　25，155）

計 1，781，052 2，575，045

航　空　局 航空路整備事業費 0 6，645
航空鯉システム導入調査　　　　岬5（　。デ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一璽一

電子航法研

?
電子航法研究所に必要な経費 ス649 0 衛星航法用利用者装置の研究　　　　　　　　0　（　Z649）　　　　　　　　　　　　　　　　3

気　象　庁 静止気象衛星業務に必要な経 ⑯1，669769

@　711，292

㊨2」5Z57乙

@1，545，507

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
運
　
　
　
輸
　
　
　
省

静止気象衛星施設整備に必要

ﾈ経費

0 ㊨t492969

@1，081，228

静止気象衛星施設の整備　　　　　㊨t492969　（　　　0）

@　　　　　　　　　　　　　　　　1，081，228

一般観測予報業務に必要な経

17Z625 18，877 軌道衛星気象資料の利用業盗　　　　　18，877　（17Z625）

高層気象観測業務に必要な経費 一1・1Z219 152β50 気象ロケット観測業務　　　　　　　　152β50　（17ス219）

　　　　　　　　　一

v　　　一
㊨馬669769

@1，015785

㊨565α545

@2785」05
一↑5一



●
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省庁 担当機関 事　　　　　項
昭和48年度

¥　算　額

昭和49年度

o　　　　費

電波監理局 電波監理に必要な経費 0 52，694

郵
　
　
　
　
　
　
政
　
　
　
　
　
　
省
　
　
　
，
［
l
i
「
1
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

5i電鰹所 電：波研究所の運営に必要

ﾈ経費

203，657 61，072

衛星管制施設の整備に必

vな経費

債119660

@189180

働乙75亀290

@1，04Z444

衛星管制施設の維持運用

ﾉ必要な経費

1Z472 ㊥t264400

@　192905

計
㊨112660

@410，509

㊨5，012690

@1，561，115

一14一

要 旨

先進諸国の宇宙開発状況調査

地域衛星システムのニーズに関する調査．

宇宙通信技術の予測に関する調査研究

海事衛星通信系のシステム評価澄よび

船上設備の試作

IMcO第4回診よび第5回海事衛星

専門家パネル

海事衛星のための政府聞会議

宇宙通信の実験研究

ミリ波微弱電界用電測装置の開発

電離層観測衛星用管制施設の整備

髭購度（昭和嫡
　　費

1，774

2377

11，979

25，500

予
一
（
（
（
（

1，840　（

4，224　（

61，072　　　（178，657）

　　0　　　（　25，000）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨3識㊨1翻

実験用の中容量静止通信衛星澄よび実　㊨5715，690　（

鯉の中型放送鯉用脚施設下下、　7鯉5・

電離層観測衛星管制施設の維持運用　　㊨　　64，400　（1ス402）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72905

実験用め中容量静止通信衛星および実験　㊨t20qoOO　（

用の中型放送衛星用管制施設の維持運用　　　　120，000



●
、

「

箭
嚢
省

担当機関

国土地理院

合

　　事

測地基準点測量に必要な経費

　　計

　　　　　計

項
昭和48年度

¥　算　額

昭和49年度

o　　　　費　　　　　一噌

に必要な経費 15，055 ス775

15，055 Z775

㊨工782429

@ろ，21a181

㊨a65q255

@6，72ZO36

人工衛星観測・その他．　　　　　　　　Z775　（1ゑ055）

一15一


